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町
民
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
ま
つ
ご
ざ

い
ま
す
。
希
塾
に
郷
や
く
昭
和
四
±
年
の
親

密
を
迎
え
、
離
ん
で
年
頭
の
御
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
丙
午
（
ひ
の
ー
え
う
ま
）
の
干

支
（
え
S
に
当
り
「
天
馬
等
雪
げ
＼
」

の
気
概
を
以
っ
て
、
又
「
驚
鶏
轍
の

年
生
で
も
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

も
ろ
I
－
の
古
い
迷
信
に
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
た
ゞ
素
に
、
果
敢
猛

進
、
飛
醍
幸
運
へ
の
審
理
に
蘭
っ
て
、

進
み
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

顧
み
ま
す
れ
ば
、
昨
年
は
一
妓
的
に

不
況
の
年
、
鍵
箱
の
隼
で
あ
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
今
年
こ
そ
は
お
互
の
努

力
に
よ
っ
て
「
ウ
マ
」
い
平
和
な
明
る

い
年
に
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
町
も
一
昨
年
四
月
言
町
制
を
施

行
し
て
既
に
三
つ
に
な
り
、
町
と
し
て

こ
ゝ
に
第
二
回
田
の
新
年
を
迎
え
ま
し

た。
昨
年
十
月
の
園
動
調
査
に
よ
り
ま
す

と
、
駈
手
垢
の
閉
山
そ
の
他
の
頂
楢

で
、
人
口
こ
そ
多
少
減
じ
ま
し
た
が
、

町
民
皆
さ
ん
の
御
努
力
L
扁
理
解
に
よ

っ
て
、
納
税
成
懇
請
と
し
財
源
乏
し

き
甲
に
も
、
植
田
小
学
校
の
防
音
投
合

は
昨
年
三
月
、
又
鵡
堂
は
七
月
に
、
夫

々
竣
工
搭
成
し
、
校
地
の
瀧
個
も
一
通

り
終
り
ま
し
た
。
日
下
引
き
続
き
遠
賀

中
学
校
の
堅
殿
舎
も
薄
々
窮
策
中

で
、
来
る
二
月
栄
進
に
は
島
胴
小
学
段

々
合
に
劣
ら
ぬ
偉
容
が
見
ら
る
ゝ
こ
と

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

年
頭
の

遠
賀
町
長

又
浅
木
小
学
段
も
創
立
九
十
周
年
の

吏
霊
薬
と
し
て
体
育
館
を
建
設
中
で

あ
り
ま
す
が
、
之
亦
二
月
末
迄
に
は
竣

工
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
町
内
三
学
段
の
文
教
施
設

の
外
に
、
北
靭
地
域
開
発
目
的
の
山
手

線
も
昨
空
（
月
に
園
逆
取
り
つ
け
工
事

を
完
了
し
、
目
下
吉
原
川
改
修
の
緊
就

工
境
も
諾
々
継
続
的
に
進
め
て
い
ま

す。
こ
の
外
遠
賀
郡
申
闇
市
の
一
百
四
町

費
同
経
営
の
し
尿
処
理
場
も
水
巻
山
猫

熊
に
殺
証
さ
れ
、
昨
年
八
月
か
ら
そ
の

処
理
を
開
始
し
、
灘
墳
衛
生
士
関
係
者

か
ー
」
天
変
よ
ろ
こ
ぼ
れ
て
い
ま
す
。

繭
、
昨
年
十
月
か
ら
自
衛
隊
の
献
身

的
な
工
野
協
力
に
よ
っ
て
、
二
又
、
友

田
線
へ
辰
雄
の
県
道
と
国
道
三
号
練
を

結
ぶ
－
噛
里
ハ
メ
ー
ト
ル
、
全
三

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
）
の
森
林
闘
発
塵

紫
馨
、
去
る
十
二
月
中
旬
に
立
派

に
完
成
し
、
こ
の
地
域
の
開
発
寿
固

い
た
し
て
い
ま
す
。

県
道
品
門
橋
の
修
理
架
替
工
型
が
憩

外
に
手
間
取
っ
て
、
関
係
住
民
の
方
々

に
は
、
大
変
な
御
迷
惑
を
か
け
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
も
来
る
三
月
頃
迄
に
は
完

成
の
予
定
で
、
そ
の
擬
に
於
て
は
北
部

地
区
へ
早
急
に
「
バ
ス
」
が
遊
行
す
る

よ
う
目
下
努
力
中
で
あ
り
ま
す
。

又
、
町
内
通
信
網
の
鑑
鵬
に
つ
い
て

を
町
議
違
算
川
郵
便
局
長
の
御
努
力

に
よ
り
、
又
多
数
町
民
各
位
の
御
調
解

に
躾
づ
き
、
近
郷
に
魁
し
て
最
初
の
患

出
端
議
自
動
概
括
の
架
設
工
事
中
で
あ

り
ま
す
が
、
之
亦
二
月
未
明
迄
に
は
完

工
し
、
近
く
町
内
三
高
十
食
倒
の
施
薬

挨
拶
小
　
川
　
登
一
郎

電
話
の
通
話
が
出
来
て
、
町
内
外
の
ー
逓

信
も
大
変
便
利
に
な
っ
て
参
り
ま
す
。

さ
し
当
り
本
年
の
探
題
と
し
ま
し
て

は
、
勿
論
以
前
か
ら
持
ち
越
さ
れ
た
懸

簗
塙
項
は
多
く
、
二
年
限
り
で
解
決
さ

れ
る
メ
卜
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
特
に
緊
急
に
や
ら
ね
は
な
ら
ぬ

こ
と
は
、
旧
声
楼
鉄
逆
の
県
道
化
の
問

題
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
も
い
よ
い

よ
本
年
早
々
芦
屋
浜
口
方
面
か
ら
試
工

し
、
二
、
三
年
後
に
は
悶
道
三
写
経
に

結
ぶ
蜂
蜜
…
露
が
実
現
す
る
よ
う
努
力

い
た
し
て
い
ま
す
。

又
本
町
広
汎
な
る
主
要
鎧
地
の
複
泊

笈
と
し
て
か
ね
て
計
画
中
の
西
川
減
水

拐
険
工
餌
も
い
よ
7
〈
）
本
年
か
ら
番
工

す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
数
年
後
に
は
遼
費

平
野
へ
特
に
吉
原
川
流
域
並
び
に
西

川
、
戸
切
川
流
域
の
虫
生
浬
、
商
家
、

別
府
、
尾
随
、
鬼
緯
地
域
）
は
藷
慾

水
に
よ
る
被
薯
か
ら
救
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

飼
、
前
部
地
区
特
に
産
炭
地
域
開
発

の
一
班
と
し
て
の
道
鏡
離
側
の
た
め
に

虫
牛
津
橋
は
昨
年
立
派
に
出
来
ま
し
た

が
、
本
年
は
日
下
同
道
と
通
貨
所
労
藤

へ
県
道
）
の
整
備
に
取
り
か
ゝ
り
、
先

ず
県
道
か
ら
田
近
へ
の
と
り
つ
き
の
左

側
の
ソ
デ
つ
け
丁
寧
及
び
浅
木
地
区

の
拡
隔
濫
伽
の
工
事
も
白
玉
買
手
進
行

中
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
等
が
終
れ
は
本

年
中
に
は
舗
装
も
評
蘭
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
避
質
中
学
校
運
動
場
の
経
理

工
事
、
役
場
糞
立
地
の
通
路
、
合
音

鶴
岡
逆
周
辺
地
区
の
道
路
計
画
、
町
公

民
館
本
館
の
麺
策
、
プ
ー
ル
の
禁
望

遠
費
塞
請
等
学
巌
誘
致
等
々
、
又
遠

賀
都
農
解
と
都
内
四
町
が
協
力
し
て
、

農
政
の
撮
興
、
基
盤
の
向
上
策
も
企
図

致
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
又
遺
鉦

都
田
ケ
町
英
樹
伝
染
桶
院
の
設
腔
＋
裁
可

前
車
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
土
木
、
文
教
、
軽
業
経

済
、
嶋
仕
祇
祉
娩
諜
務
充
実
、
掻
興

地
域
の
開
発
等
に
重
点
を
お
い
て
、
明

る
い
町
造
り
に
努
力
し
た
い
と
決
感
を

新
た
に
い
た
し
て
い
る
次
第
で
こ
ぎ
い

ます。然
し
何
L
誌
上
ま
し
て
も
、
為
さ
ね

は
な
ら
ぬ
仕
事
は
両
税
し
っ
ゝ
も
、
財

源
に
は
自
ち
膜
蛭
が
あ
り
、
何
れ
の
事

業
も
財
源
の
乏
し
い
本
町
と
し
て
は
、

蟻
会
並
び
に
薄
ま
し
い
町
民
各
位
の
絶

大
な
る
細
瑠
鯛
と
禦
義
に
よ
ら
な
け

れ
ば
、
こ
れ
が
実
現
は
不
可
能
で
あ
り

ます。と
う
か
町
頂
の
蔑
、
く
れ
ぐ
れ
も

今
後
一
層
の
約
鞭
鎚
と
郷
洩
力
を
お
願

い
致
し
ま
し
て
、
握
だ
細
評
で
こ
き
い

ま
す
が
新
宿
の
一
端
を
述
べ
、
併
せ
て

皆
様
方
の
御
多
幸
を
心
か
ら
祈
り
、
謹

ん
で
年
頭
の
御
移
牒
と
い
た
し
ま
す
。

遠
賀
町
農
葉
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

毎
年
十
二
月
舌
現
在
で
欄
離
さ
れ

る
農
薬
表
具
基
地
遜
挙
人
名
簿
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
推
し

ます。こ
の
避
拳
人
名
稲
は
、
先
般
ご
拠
出

願
っ
た
串
講
評
に
よ
り
、
農
業
蚕
出
会

の
諦
盃
を
経
て
讃
穏
説
香
山
会
に
お

い
て
作
成
し
た
も
の
で
す
が
、
万
一
諸

般
も
れ
や
、
誤
賊
軍
頓
が
あ
れ
ば
、
選

挙
の
と
き
投
票
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
の
響
寝
期
間
中
に
名
薄

を
確
め
て
く
だ
さ
い
。

一
、
縦
覧
の
期
間

自
　
昭
和
4
1
年
1
月
2
0
個

室
　
　
ク
　
2
月
3
日

年
商
8
時
5
0
分
よ
り
牛
後
5
時
ま
で

一
、
縦
覧
の
甥
新

通
節
町
役
域
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吉原川改良工事現場、左側湾曲部分が旧河川右岸握勝は同質8・5mの道路

行発日にJ月l年1・4－和昭

昭
和
4
0
年
度
建
設
事
業
の
槌
音

本
町
は
、
財
源
的
に
乏
し
い
中
か
ら
　
つ
い
て
二
、
三
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
的
章
既
に
お
い
て
は
、
地
域
の
関
　
◎
二
丈
、
友
田
線
道
路
改

発
、
或
い
は
教
誇
施
設
の
拡
充
な
ど
、
　
良
工
事

明
る
い
町
つ
く
り
の
た
め
建
設
世
業
に
　
町
の
西
部
森
林
地
域
の
闘
発
を
関
る

新
手
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
現
状
に
　
こ
の
道
路
の
改
良
工
事
は
、
自
衛
隊
の

協
力
に
よ
り
昨
年
m
月
に
着
工
以
来
、

わ
ず
か
2
ケ
月
足
ら
ず
で
延
長
一
、
五

三
四
メ
ー
ト
ル
、
巾
墓
ハ
、
五
メ
ー
ト

ル
の
前
醇
が
見
好
に
完
成
し
、
去
る
1
2

月
1
6
日
自
衛
隊
関
係
者
及
び
町
当
局
関

係
語
列
席
の
も
と
に
引
雄
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
道
端
の
完
成
に
よ
っ

て
、
こ
の
地
域
は
大
き
く
脚
光
を
浴

び
、
今
後
の
開
発
も
急
速
に
進
む
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

県
道
広
渡
、
黒
山
線
と
国
道
三
号
線
を

結
ぶ
計
画
で
あ
り
、
昭
和
館
年
3
月
ま

で
に
は
完
成
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

◎
遠
賀
中
学
校
防
音
改
築

工
事
昭
和
3
9
年
投
よ
り
ニ
ケ
年
継
続
事
業

と
し
て
総
工
費
的
一
便
一
千
万
円
で
諸

手
、
雷
門
段
幅
横
、
西
揖
設
計
軍
務
所

の
設
計
監
好
に
よ
る
も
の
で
、
工
輝
の

施
工
は
、
第
一
期
、
第
一
、
期
共
に
岡
騎

⑥
吉
原
川
河
川
改
良
工
事

（広波地内）

こ
の
工
事
は
、
炭
坑
離
職
著
撫
急
就

労
璃
柴
と
し
て
碑
和
4
0
年
、
4
1
年
継
続

で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

元
来
、
吉
原
川
は
広
痩
地
墜
C
湾
曲

が
謀
し
く
、
又
其
い
開
演
藻
が
行
な
わ

れ
て
い
な
い
の
で
相
当
様
の
土
砂
が
堆

積
し
、
そ
の
た
め
洪
水
鯛
に
は
周
囲
の

宅
地
の
浸
水
、
田
畑
の
透
水
な
ど
硬
誓

か
し
は
・
〈
で
あ
り
、
こ
れ
が
改
良
の

た
め
時
空
ハ
月
に
Y
和
工
し
ま
し
た
。

こ
の
工
叫
は
、
湾
曲
桐
分
の
河
川
の

全
面
触
替
え
及
び
渡
瀬
を
行
な
い
、
旧

河
川
は
残
土
に
よ
り
耕
地
と
し
て
復
旧

を
な
し
、
更
に
右
左
堤
防
を
両
室
ハ
・

五
メ
ー
ト
ル
、
存
掠
勤
を
巾
賞
三
÷

〇
メ
ー
ト
ル
の
町
道
と
し
て
新
設
し
、

工
業
の
手
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
お

り
、
既
往
約
七
五
着
が
完
成
、
三
月
中

句
に
は
、
鉄
筋
三
陸
態
、
延
両
税
約

三
、
二
〇
〇
秒
の
堂
々
た
る
校
舎
が
完

成
し
固
逆
三
号
惣
沿
い
に
そ
の
偉
観
を

呈
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

⑥
浅
木
小
学
破
屋
体
熱
講

堂
建
築
工
事

浅
本
校
多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
魔
内

運
動
場
も
、
そ
の
金
婚
が
叶
い
昨
年
Ⅱ

月
2
0
日
か
ら
東
洋
建
設
に
よ
っ
て
建
策

工
川
′
が
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
順
調
に
工

事
も
進
み
七
〇
多
が
完
成
し
、
現
社
内

約
十
裏
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
お
り
ま

す
。
完
成
予
定
は
2
月
中
旬
で
あ
り
、

モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
の
モ
タ
ン
な
屋
内
運

動
塙
が
お
目
見
え
す
る
円
も
間
近
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
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第67号（め

福
岡
県
講
和
記
念
奨
学
会
奨
学
生
及

び
学
生
寮
入
寮
生
の
募
集
に
つ
い
て

財
閥
法
人
福
岡
操
競
記
念
奨
学
会

で
は
昭
和
4
1
年
度
の
奨
学
生
及
び
学
生

寮
入
寮
生
を
次
の
愛
飲
で
募
集
し
ま
す

の
で
応
募
希
望
醇
は
巾
込
み
く
だ
き

◎
奨
学
生
募
集
要
領

1
採
用
予
定
人
貝

高
等
学
校
生
∴
∴
約
八
〇
名

大
　
学
　
生
∴
∴
若
干
名

2
奨
学
生
の
資
格

叫
媒
董
丁
校
生

の
旧
丙
に
6
ケ
月
以
上
居
住
す
る

戦
争
疲
牲
者
の
子
弟
及
び
一
般

低
所
得
者
の
子
弟
で
高
等
学
校

に
進
半
す
る
薯
又
は
高
等
学
校

在
宅
串
の
者
で
向
学
心
に
も
え

身
体
、
学
業
共
に
す
く
れ
学
賢

の
支
弁
が
因
襲
C
あ
る
と
認
め

ろ
れ
る
⊥
あ
。

回
目
本
葉
契
会
、
そ
の
他
公
私
共

罰
俸
か
ち
奨
学
金
の
貰
与
又
は

給
与
を
受
け
て
い
な
い
を
の
。

㈲
大
学
生

㈲
県
内
に
6
ケ
月
以
上
居
住
す
る

者
で
大
学
に
進
学
又
は
大
学
に

幕
営
中
の
も
の
で
戦
争
犠
牲
者

の
遺
児
及
び
こ
れ
に
華
ず
る
も

の
で
学
資
の
支
弁
が
閑
難
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

「
戦
争
犠
軽
者
の
遺
児
及
び
こ

れ
に
準
ず
る
も
の
」
と
は

○
父
が
戦
死
、
戦
傷
鵬
死
文
は
戦

死
し
た
も
の
。

○
父
が
来
場
造
又
は
戦
犯
服
役
中

のもの。

0
父
が
戦
争
の
た
め
不
具
諸
と
な

っ
た
も
の
。

○
父
が
死
亡
、
業
蔓
は
窮
弱
で

家
計
の
中
心
で
あ
っ
た
母
、
兄

又
は
姉
が
戦
死
、
戦
傷
病
死
、

戦
災
死
、
米
雄
地
文
は
戦
犯
服

役
中
の
も
の
。

0
日
本
市
蔓
へ
㌻
そ
の
他
公
私
岬

休
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
又
は
給

与
を
受
け
て
い
な
い
も
の
。

3
貸
付
金
額

月
額
　
高
等
学
校
坐
∴
一
五
〇
〇
四

ク
　
大
　
学
∴
隼
　
三
〇
〇
〇
的

4
返
還
方
法

卒
業
後
6
ケ
月
喜
経
て
返
還
裔
始

－
活
等
学
校
生
9
ケ
年
以
内
、
大
学

星
1
2
ケ
年
以
内
で
完
済
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

5
受
付
期
間

昭
和
4
1
年
1
月
5
ロ
ー
的
隼
1
月
2
5

日
ま
で

6
申
込
先

居
住
地
の
市
町
村
役
楊

⑨
学
生
寮
入
寮
生
募
集
要
領

1
応
募
資
格

ィ
、
東
京
鶴
又
は
そ
の
近
郊
の
大
学

（
夜
間
大
学
を
除
く
）
に
本
年
新

た
に
入
学
す
る
学
生
で
保
護
著
が

神
岡
県
に
現
住
所
（
一
ヶ
年
以

上
）
を
有
す
る
も
の
。

ロ
、
身
体
強
鶴
か
つ
操
行
善
良
な
も

の
で
出
身
墓
ナ
学
校
長
の
推
せ
ん

す
る
も
の
。

ハ
、
学
業
成
績
良
好
で
大
学
課
程
を

順
調
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
。

二
、
悠
薫
の
市
町
相
良
税
の
課
税

窮
鼠
が
一
〇
〇
万
円
を
超
え
な

いもの。

寓
、
家
庭
が
裕
福
で
学
資
の
支
弁

が
容
易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の
、
又
は
在
籍
中
の
諸
経
費
の
至
l

把
に
た
え
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る

も
の
は
除
外
す
る
。

2
募
集
人
員

男
子
（
英
彦
彗
2
4
名
（
空
年
）

女
子
（
筑
紫
寮
）
1
名
（
　
ク
　
）

3
申
込
期
間

翻
和
4
1
年
2
月
1
日
－
同
年
3
月
ュ
0

円
ま
で

4
申
込
撮
所

福
岡
市
天
神
一
丁
日
細
岡
県
庁
内
、

財
団
法
人
福
岡
県
講
和
記
念
奨
学
会

務
篇

5
学
生
寮
の
所
証
及
び
経
費

英
寮
（
男
子
）

東
京
怒
日
照
区
海
水
町
四
七
二

第
探
索
（
女
子
）

聖
東
都
中
野
区
仲
野
町
三
の
二

経
費

約
六
、
六
〇
〇
円
（
経
常
費
月
額
）

内
訳
－
使
用
料
　
「
0
0
0
国

衆
∴
墳
　
二
、
0
0
0
円

食
費
∴
約
三
二
ハ
0
0
円

※
申
込
手
続
き
、
そ
の
他

奨
学
雪
入
寮
隼
の
申
込
手
続
き
、

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民

課
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

御

寄

附

御

礼

こ
の
た
び
次
の
方
か
ら
、
喬
典
返
し

と
し
て
町
村
会
恕
社
協
議
会
に
対
し
て

ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

紙
上
を
以
っ
て
報
告
か
た
が
た
、
故

人
に
対
－
並
ん
で
敬
弔
の
悪
妻
し
ま

す。一
合
壱
封

座
被
∴
妓
∴
∴
浦
壌
ソ
ヨ
腰

喪
主
　
油
棟
徳
治
殿
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寒くなると破れます
－水道箇こも冬の澤鰭を一

ことしの冬は、たいへん憩いそうです。

寒くなると各所で水道管が破裂します。

このため高い修理代がかかったり、各家

庭の永道徳がいちどに破れると修理に追わ

れ、いろいろな迷惑をかけることになりま

す。

各家庭でも、水道管を傑コするために、

次の要領で保温装握をしてください。

①まずパイプにポロ布、フェルトなどを巻

きます。

（もつぎに荒なわをきれ菌のないようにびっ

しりと巻きます。

③その上にビニールの風呂敷やポリエチレ

ンの袋などをかぶせ、防水テープを巻き

つけます。

④最後にその上を電線やビニールテープで

きっちりととめます。

（注慈すること）

荒なわやポロ布で巻いただけでは、かえ

って繊めってしまい、惑い結果となります

ので必ず陽水のビニール風呂敷などでかぶ

せるのを、忘れないようにしてください。

がんお譲町

饗
察
官
採
用
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

ー
i
穀
験
潮
目
2
月
1
3
日
（
目
）
　
－

細
説
優
良
町
村
と
し
て

県
知
事
表
彰
を
受
く

去
る
一
月
十
三
日
、
県
の
昭
和
三
十

九
年
産
納
税
成
談
優
良
市
町
村
表
形
式

が
福
岡
市
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

県
下
で
二
高
士
町
村
が
藷
渡
さ
れ

ま
し
た
が
、
遼
督
町
も
そ
の
中
に
選
ば

れ
福
岡
県
知
韓
か
ら
表
彰
を
っ
け
ま
し

た。
特
に
本
町
の
場
合
昭
和
妙
筆
慶
の

納
税
率
は
、
い
ち
じ
る
し
く
固
上
し
、

そ
の
上
昇
率
は
県
下
で
一
位
で
し
た
。

こ
れ
も
一
重
に
町
民
各
位
の
納
税
に

対
す
る
深
い
と
理
解
と
、
愛
田
浦
神
の

顕
わ
れ
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

三
九
年
度
の
町
税
納
税
率
は
約
九
七

形
で
し
た
が
、
今
後
は
一
8
愛
知
納

在
日
き
し
で
努
力
い
た
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
絶
大
な
る
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

圭
一
日
章
’
l
●
i
－
一
種
g
「
－
－
●
、
）
で
．
－
－
3
－
　
　
　
…
　
　
　
－
－
－
1
ヽ
l
i
且
i
l
，
‘
ヽ
章
一
へ

団

体

総

合

に

三

位

－
北
九
州
地
区
捜
摺
包
装
競
枝
大
会
－

北
九
州
米
麦
加
工
改
良
組
合
連
合
会

主
催
の
蟹
一
回
北
九
州
地
区
も
み
す
り

包
装
緒
綬
大
会
は
奉
三
月
十
二
日
北

九
州
市
曾
根
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
地

元
小
倉
区
を
は
じ
め
九
チ
ー
ム
二
十
台

（
選
手
四
十
名
）
の
漕
鎖
が
参
加
し
ま

し
た
。
本
町
か
ら
も
安
永
秀
雄
主
将
以

下
玉
名
の
選
手
が
出
場
し
、
団
体
総
会

に
三
位
、
個
人
賞
に
お
い
て
も
次
の
と

お
り
会
員
入
賞
し
優
秀
な
成
綾
を
お
き

め
ま
し
た
。

（
以
下
本
町
関
係
分
敬
称
略
）

の
も
み
す
抄
の
部

一
等
二
度
虫
生
漣
∴
安
永
秀
雄

二
等
貸
　
本
守
　
太
田
勝
美

ク
∴
∴
∴
別
　
府
　
和
田
華
人

㈲
包
窯
の
部

一
等
一
席
　
尾
　
崎
　
吉
田
　
靂

一
筆
一
康
　
広
　
談
　
柴
里
一
郎

二
等
賞
　
木
　
守
村
田
英
丸

禍
同
県
人
事
委
員
会
で
は
、
第
2
2
山

福
岡
環
海
薬
営
採
用
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
、
受
酸
布
製
署
は

応
壊
さ
れ
る
よ
う
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

1
採
用
予
定
人
員
　
約
一
〇
〇
名

2
浮
悉
謡
格

－
開
和
1
4
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
穏

隼
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）
で
、
次

の
奮
亨
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
著

の
日
本
の
国
籍
五
着
し
な
い
蜜

㈲
繁
治
産
着
お
よ
び
準
禁
治
産
者

㈲
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
斎
終
る
ま
で
叉
は
そ
の
敢

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
芝
ま

で
の
者

㈲
福
岡
県
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処

分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
田
か
ら

2
年
を
経
過
し
な
い
着

㈲
日
本
国
憲
行
の
日
以
降
に
お

い
て
、
日
本
国
憲
撃
た
は
そ
の

下
に
成
立
し
た
政
府
毒
袈
力
で
破

壊
す
る
こ
と
を
主
騒
す
る
政
党
そ

の
他
の
団
体
を
憩
成
し
、
ま
た
は

こ
れ
に
加
入
し
た
者

3
第
1
次
蛮
験

用
方
法
教
養
試
験
、
身
体
、
体
力

検
壷

○
敬
愛
穀
験

蜜
豪
富
と
し
て
必
襲
な
知
識
、

一
枝
知
能
お
よ
び
記
憶
力
に
つ

い
て
、
襲
賽
選
叢
の
塞
準

で
、
択
一
式
に
よ
る
簿
記
強
酸

○
身
体
、
体
力
検
茶

番
饗
宮
と
し
て
必
要
な
卦
体
、

体
力
に
つ
い
て
次
の
特
準
に
よ

っ
て
検
発
毒
し
ま
す
。

同
封
長
は
、
お
ゝ
む
ね
一
六
二
セ

ン
チ
攻
上
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
昭
和
努
亭
2
月
1
4
割

以
降
に
坐
れ
た
希
は
、
お
ゝ
む

ね
こ
ハ
一
セ
ン
チ
以
上
で
あ
る

こと。

㊤
胸
囲
は
、
身
長
の
お
＼
む
ね
、

二
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

繕
叢
は
、
お
お
む
ね
五
一
キ
ロ

以
上
で
あ
る
こ
。

㊤
視
力
は
、
裸
眼
視
力
が
両
眼
と

も
○
∴
ハ
以
上
（
正
規
力
が
、

一
、
〇
以
上
の
藷
は
裸
眼
視
力

が
〇
、
一
以
上
）
で
あ
る
こ
と

㊥
弁
色
力
が
完
全
で
あ
る
こ
と
。

0
身
体
に
奇
形
そ
の
他
の
翼
状
が

な
い
こ
と
。

4
拭
撥
期
日
お
よ
び
試
験
地

昭
和
4
1
年
2
月
1
3
日

8
時
3
0
分
～
1
7
時

北
九
州
市
小
倉
採
日
割

小
倉
諦
謁
学
校

5
受
験
申
込
先
及
受
付
期
間

福
岡
県
入
場
委
楓
会
事
務
局

（
福
岡
市
天
神
一
丁
目
一
港
）

昭
和
4
1
年
1
月
1
7
日
（
月
）

～
2
月
2
日
（
水
）
、

6
そ
の
他

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と

は
役
楼
庶
務
課
に
闘
い
合
せ
く
だ
き

J
V


